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サイバー救助犬のデモのイメージ

タフなサイバー救助犬スーツ
（東北大学、古野電気共同開発）

複数頭の捜索活動を同時表示する
インタフェース
（東北大学、信州大学、ドーン、
ソフトバンク共同開発）

実用性を備えたタフなサイバー救助犬スーツを装着したJRDA認定救助犬による行方不明者の
捜索をリアルタイムに可視化。新機能は、スーツ搭載の慣性センサを利用した犬の行動推定


